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正 10 角形相２次元準結晶 d-QC は、準周期配列した原子層が周期的に積

層した構造をもつが、10 角形単位カラム状構造が準周期的に配置していると

もみなせる。特に、Al-Co-Ni 系 d-QC は、広い組成範囲で準結晶となり、

Co/Ni 比によって異なる準周期構造をもつ[1]。理論計算[2]によると、強い

Al-Co と Ni-Ni の相互作用により、Co-rich Al72Co20Ni8 では単位カラム中心に

10 角形 Al-TM（遷移金属）リング様配置が形成され、Ni-rich Al72Co8Ni20 では

Ni-Ni 対形成を伴った Hexagon-Boat-Star タイリングを示す。しかし、電子顕微

鏡観察では、遷移金属の区別が難しい。そこで我々は、電子構造から局所原

子配置を明らかにするため、クラスター計算や光電子分光(XPS)測定とともに

TM L軟Ｘ線発光分光(XES)測定を行った。 

図 1 に Co-rich Al72Co16Ni12と Ni-rich Al72Co8Ni20について測定結果を比較す

る。灰色の実線は XPS スペクトルであり、全状態密度を表す。黒の実線およ

び点線はそれぞれ Co および Ni の 3d 部分状態密度を表す Co および Ni の

L XES スペクトルである。また、Ni-rich モデルクラスターに対する電子構造を 

最下段に示す。計算によると、Ni-rich 相で

は Ni-Ni 対形成のために Ni3d バンドが結合

性と反結合性のバンドに分裂する。一方、

測定結果では、組成によって 3d バンド全体

の形状は変化するが、元素ごとの 3d 状態

分布は大きく異ならず、Ni 相における反結

合性 Ni3d バンドは認められない。今回のモ

デルクラスターは Ni-Ni 対を強調しているが、

測 定 結 果 は Al-Ni 配 置 の 優 勢 や 強 い

Al-TM 相互作用を示唆している。したがっ

て、TM を Al が取り囲んだ局所構造が主に

形成されていると考えられる。 
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図１．Al-Ni-Co の発光スペクトル 
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